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２
月
12
日　

本
会
議

　

●　

仮
議
席
の
指
定

　

●　

議
長
の
選
挙

　

●　

議
席
の
指
定

　

●　

副
議
長
の
選
挙

　

●　

会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　

●　

会
期
の
決
定

　

●　

常
任
委
員
の
選
任

　

●　

議
会
運
営
委
員
の
選
任

　

●　

指
宿
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会

　
　
　

議
員
の
選
挙

　

●　

指
宿
南
九
州
消
防
組
合
議
会
議

　
　
　

員
の
選
挙

　

●　

提
出
議
案
の
提
案
理
由
説
明
・

　
　
　

審
議

【
第
１
回
臨
時
会
日
程
】

指宿市議会新たな顔ぶれ
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新
し
い
議
員
が
当
選
し
て
初
め

て
の
臨
時
会
が
、
二
月
十
二
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
・
副
議
長
の
選
挙
、
議
席

の
指
定
、
各
常
任
委
員
会
・
議
会

運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
、
指
宿

広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員
の

選
挙
な
ど
新
た
な
議
会
組
織
が
決

定
し
ま
し
た
。

委
員
長　
　
　

浜
田　

藤
幸

副
委
員
長　
　
　

松
下
喜
久
雄

委　
　

員　
　
　

外
薗　

幸
吉

　
　

〃　
　
　
　

西
森　

三
義

　
　

〃　
　
　
　

高
田
チ
ヨ
子

　
　

〃　
　
　
　

森　
　

時
德

　
　

〃　
　
　
　

前
之
園
正
和

　
　

〃　
　
　
　

木
原　

繁
昭

　
　
　
　

▽
指
宿
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
議
員

　

髙
橋　

三
樹 

・ 

福
永　

德
郎

　

松
下
喜
久
雄 

・ 

木
原　

繁
昭

　

中
村　

洋
幸 

・ 

新
川
床
金
春

　
▽
指
宿
南
九
州
消
防
組
合
議
会
議
員

　

西
森　

三
義 

・ 

東　
　

伸
行

　

前
之
園
正
和 

・ 

新
宮
領　

進

▽
指
宿
土
地
開
発
公
社
理
事

　

外
薗　

幸
吉 

・ 

井
元　

伸
明

　

浜
田　

藤
幸 

・ 

高
田
チ
ヨ
子

平成26年第１回臨時会を開催

議
会
運
営
委
員
会

議
会
選
出
の
議
員
等

議　長　新宮領　　進　 氏
副議長　中　村　洋　幸 氏 を選出

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

市議会の新体制決まる

指
宿
市
議
会
　
議
長
　
新
宮
領
　
進

　

議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

要
職
に
就
任
す
る
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
職
務
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

三
市
町
が
合
併
し
て
八
年
が
過
ぎ
、
未
だ
様
々
な
課
題
を
抱
え
て

お
り
ま
す
。
議
会
議
員
は
、
市
民
の
福
祉
向
上
の
た
め
、
重
責
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
回
目
の
議
長
就
任
と
な
り
ま
す
が
、
前
回
同
様
に
市
民
目
線
を
常
に
意
識
し
、
円
滑
な
議
会

運
営
の
た
め
に
公
平
無
私
、
不
偏
不
党
を
基
本
と
し
、
分
か
り
や
す
い
議
会
、
開
か
れ
た
議
会
を

念
頭
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

指
宿
市
議
会
　
副
議
長
　
中
村
　
洋
幸

　

副
議
長
就
任
に
あ
た
り
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
し
い
指
宿
市
が
誕
生
し
て
、
九
年
目
を
迎
え
、
更
な
る
地
域
の

一
体
感
、
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に
、
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
を
活
用

し
た
地
場
産
業
の
振
興
策
が
、
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
社
会
が
抱
え
る
福
祉
問
題
・
行
財
政
改
革
も
避
け
て
は
通
れ
な
い
課
題
で

あ
り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
議
会
の
活
性
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民

の
負
託
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
一
生
懸
命
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
指
導
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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議
員
の
定
数
減
に
伴
い
、
平
成

二
十
五
年
第
四
回
定
例
会
に
お
い

て
、
三
常
任
委
員
会
の
委
員
の
定

数
を
、
改
選
後
よ
り
、
上
記
の
と

お
り
改
正
し
ま
し
た
。

　　

平
成
二
十
六
年
第
一
回
臨
時
会

で
は
、
人
事
に
関
す
る
案
件
三
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
こ
と
が
ら
は
次
の

と
お
り
で
す
。

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

二
名
の
現
教
育
委
員
の
任
期
が
、

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
二
日
で
満

了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
委

員
と
し
て
西
広
美
氏
と
、
新
た
に
別

府
竜
人
氏
を
任
命
す
る
こ
と
が
、
議

会
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
選
任

　

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
森
時

德
氏
が
選
任
さ
れ
、
議
会
で
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
こ
と
が
ら

各常任委員会の構成

総
務
水
道
委
員
会

文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

委員長
高田　チヨ子

委　員
外薗　幸吉

副委員長
臼山　正志

委　員
髙橋　三樹

委　員
前原　六則

委　員
前之園　正和

委　員
下川床　泉

委員長
木原　繁昭

委　員
井元　伸明

副委員長
新川床　金春

委　員
吉村　重則

委　員
浜田　藤幸

委　員
森　 時德

委　員
新宮領　進

委員長
西森　三義

委　員
東　 伸行

副委員長
恒吉　太吾

委　員
福永　德郎

委　員
松下　喜久雄

委　員
中村　洋幸



　

昨
年
の
衆
議
院
選
挙
の
時
に

市
長
は
、
特
定
の
候
補
者
の
当

選
を
願
っ
て
行
動
し
た
こ
と
は

な
い
か
。
過
去
の
選
挙
に
お
い

て
、
徳
洲
会
関
係
者
が
選
挙
違

反
に
問
わ
れ
、
逮
捕
さ
れ
た
と

い
う
事
実
が
あ
っ
た
こ
と
を
知

っ
て
い
た
か
。

　

特
定
の
候
補
者
を
応
援
す
る

た
め
に
選
挙
前
に
動
い
た
と
い

う
事
実
は
な
い
。
徳
洲
会
が
ら

み
の
問
題
は
存
じ
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

市
長
の
退
職
金
は
い
く
ら
か
。

廃
止
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　

一
期
で
約
一
千
五
百
五
十
万

円
。
法
で
「
支
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

「
国
保
税
は
高
い
」
と
い
う

市
民
の
声
を
ど
う
と
ら
え
て
い

る
か
。
引
き
下
げ
る
考
え
は
な

い
か
。

　

国
保
税
が
高
い
と
い
う
こ
と

は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
国
保

税
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
極
め

て
難
し
い
。

　

保
育
所
六
か
所
、
幼
稚
園
二

か
所
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
三

か
所
で
、
計
三
百
三
十
名
の
登

録
と
な
っ
て
い
る
。

　

学
校
の
空
き
教
室
の
現
状
は
。

　

総
合
的
な
学
習
や
生
活
科
の

学
習
で
、
資
料
の
作
成
、
保
管
、

ま
た
、
教
育
相
談
室
や
児
童
会

室
、
資
料
室
な
ど
に
使
用
し
て

い
る
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
に
つ

い
て
。

　

平
成
二
十
六
年
度
中
に
、
事

業
計
画
を
策
定
す
る
日
程
に
な

っ
て
い
る
。
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十
二
月
定
例
会
で
四
人
の
議
員
が
市
政
の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

掲
載
の
内
容
は
、
主
な
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
と
答
弁
の
要
旨
で
あ
り
、
質
問
者
の
文
責
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
本
会
議
の
会
議
録
は
市
議
会
事
務
局
、
山
川
・
開
聞
庁
舎
、
図
書
館
及
び

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
一
般
質
問
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
一
般
質
問
》

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

市
政
の
こ
こ
が
聞
き
た
い

　

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
に

よ
る
受
診
率
は
ど
う
だ
っ
た
か
。

ま
た
、
他
市
の
状
況
は
。

　

本
市
は
、
乳
が
ん
・
子
宮
頸

が
ん
共
に
、
二
〇
．
一
パ
ー
セ

ン
ト
だ
っ
た
。
ま
た
、
乳
が
ん

は
、
南
九
州
市
三
〇
．
一
パ
ー

セ
ン
ト
、
県
平
均
は
二
三
．
九

パ
ー
セ
ン
ト
。
子
宮
頸
が
ん
は
、

南
九
州
市
二
五
．
八
パ
ー
セ
ン

ト
、
県
平
均
は
二
一
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
未
受
診
者
に
対
し
て

継
続
し
て
実
施
す
る
考
え
は
な

い
か
。

　

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て

問問 答答

問問問問

高
田
チ
ヨ
子
議
員

前
之
園
正
和
議
員

問問問 答答答

問問 答答 答

い
く
。

　

農
業
用
石
灰
等
が
原
因
で
出

火
し
、
火
災
が
起
き
た
と
い
う

こ
と
だ
が
、
保
管
方
法
の
現
状

は
。

　

一
般
的
に
は
、
農
業
用
倉
庫

に
湿
気
防
止
の
た
め
に
す
の
こ
・

ビ
ニ
ー
ル
類
・
ダ
ン
ボ
ー
ル
等

を
敷
き
、
そ
の
上
に
積
み
重
ね

て
保
管
す
る
場
合
が
多
い
。

　

石
灰
で
も
火
事
に
な
る
の
か
。

　

生
石
灰
が
水
と
反
応
す
る
段

階
で
熱
を
発
す
る
。

　

農
家
の
方
へ
の
周
知
徹
底
は
。

　

一
定
の
条
件
下
で
発
熱
・
発

火
性
の
も
の
も
あ
る
た
め
、
火

災
の
原
因
と
な
ら
な
い
よ
う
、

関
係
機
関
等
と
も
連
携
し
な
が

ら
、
広
報
紙
等
で
周
知
す
る
。

　

学
童
保
育
の
現
状
は
。

答答答

地
元
国
会
議
員
と
の
関
わ
り

方
、
市
長
の
退
職
金
問
題
、

国
保
税
問
題
、
子
ど
も
医
療

費
及
び
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
問
題
な
ど
に
つ
い
て

11
月
25
日　

本
会
議

　

●　

会
期
の
決
定

　

●　

決
算
特
別
委
員
会
の
審

　
　
　

査
結
果
報
告
及
び
審
議

　

●　

提
出
議
案
の
提
案
理
由

　
　
　

説
明

　

●　

議
案
質
疑
・
一
部
審
議

　
　
　

委
員
会
付
託

　

●　

請
願
及
び
陳
情
の
委
員

　
　
　

会
付
託

11
月
28
日

　

●　

総
務
水
道
委
員
会

11
月
29
日

　

●　

文
教
厚
生
委
員
会

12
月
２
日

　

●　

産
業
建
設
委
員
会

12
月
11
日　

本
会
議

　

●　

一
般
質
問

12
月
18
日　

本
会
議

　

●　

各
常
任
委
員
会
の
審
査

　
　
　

結
果
報
告
及
び
審
議

　

●　

追
加
議
案
の
審
議

　

●　

決
議
案
の
審
議

　

●　

議
員
派
遣
の
件

【
第
４
回
定
例
会
日
程
】

安
心
・
安
全
な
生
活
の
た
め

に
及
び
学
童
保
育
に
つ
い
て



い ぶ す き 市 議 会 だ よ り⑸ 第36号

　

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
つ

い
て
、
こ
の
間
の
努
力
は
認
め

る
。
し
か
し
、
中
学
校
卒
業
ま

で
を
対
象
に
す
る
自
治
体
が
増

え
て
い
る
中
で
、
指
宿
で
も
中

学
校
卒
業
ま
で
窓
口
無
料
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

六
月
診
療
分
か
ら
小
学
三
年

生
ま
で
無
料
に
し
た
ば
か
り
な

の
で
、
当
面
は
現
在
の
ま
ま
と

し
た
い
。
窓
口
無
料
化
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
は
難
し
い
が

全
市
で
県
に
要
望
し
て
い
る
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

の
実
績
は
ど
う
か
。
ま
た
、
制

度
の
継
続
に
つ
い
て
は
。

　

受
付
開
始
の
七
月
か
ら
十
一

月
末
現
在
で
、
補
助
金
ベ
ー
ス

の
執
行
率
が
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト

で
経
済
効
果
は
約
四
億
円
で
あ

る
。
制
度
の
継
続
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
方
策
が
よ
り
効
果

的
な
の
か
な
ど
も
含
め
て
対
応

を
検
討
し
た
い
。　

　

松
く
い
虫
被
害
面
積
と
経
済

的
損
失
は
ど
れ
く
ら
い
と
思
う

か
。

ー
ピ
ッ
ド
事
業
、
商
工
会
議
所

で
街
コ
ン
、
青
年
会
議
所
で
は

知
林
ヶ
島
に
愛
は
あ
る
か
な
ど

の
取
り
組
み
も
さ
れ
て
い
る
。

若
者
が
定
住
し
、
街
に
活
力
を

与
え
る
こ
と
な
の
で
、
市
が
ど

う
い
う
形
で
取
り
組
め
る
か
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、

今
後
の
地
方
分
権
化
・
共
生
・

協
働
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
上
で
、
重
要
な
担
い
手
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
組

織
作
り
は
ほ
か
の
様
々
な
組
織

と
一
緒
に
し
て
い
く
方
が
、
効

果
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。

　

現
在
、
指
宿
市
自
治
公
民
館

連
絡
協
議
会
と
研
究
を
進
め
て

お
り
、
今
後
は
市
内
に
幾
つ
か

の
モ
デ
ル
を
設
置
す
る
な
ど
し

て
、
実
際
に
地
域
の
各
種
団
体
、

組
織
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
、

研
究
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
の
現
状
把
握
を

行
い
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
を
運
営
し
て
い
く
上
で
、

必
要
な
権
限
や
財
源
な
ど
、
検

証
・
研
究
を
行
い
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
鳥
獣
被
害
に
つ
い
て

○
な
の
は
な
館
に
つ
い
て

問問 　

被
害
面
積
は
今
年
度
約
二
百

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
推
測
し
て

お
り
、
経
済
的
損
失
は
、
チ
ッ

プ
材
の
買
取
価
格
で
約
千
六
百

八
十
万
円
で
あ
る
。

　

ヘ
リ
で
の
空
散
を
で
き
な
い

最
大
の
理
由
は
何
か
。

　

十
八
年
度
に
農
作
物
に
お
け

る
残
留
農
薬
の
基
準
を
定
め
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
の
施

行
に
よ
り
、
農
作
物
に
お
け
る

危
被
害
対
策
の
充
実
が
松
く
い

虫
対
策
で
求
め
ら
れ
、
危
被
害

が
懸
念
さ
れ
る
区
域
に
つ
い
て

は
、
散
布
を
や
め
た
。

　

全
国
的
に
地
域
お
こ
し
・
ま

ち
の
活
性
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
婚
活
合
コ
ン
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
結
婚
相
談
所
に
取
り

組
む
考
え
は
。

　

ま
だ
検
討
は
し
て
い
な
い
が
、

女
性
連
の
方
で
世
話
や
き
キ
ュ

異
な
城
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

海
岸
側
は
外
敵
か
ら
の
防
御
の

た
め
の
遺
構
が
よ
く
残
っ
て
い

る
。

　

海
岸
か
ら
の
既
存
の
歩
道
を

整
備
す
る
と
な
る
と
、
遺
構
を

破
壊
す
る
こ
と
に
な
り
、
文
化

財
保
護
の
観
点
か
ら
望
ま
し
く

な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
海
岸
か
ら
入
る
ほ
か

の
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
に
し
て

も
、
調
査
が
終
わ
ら
な
い
段
階

で
は
、
ど
こ
が
適
地
で
あ
る
か

判
断
が
つ
か
な
い
。

　

し
か
し
、
海
岸
か
ら
の
歩
道

は
必
要
で
あ
る
の
で
、
地
権
者

の
同
意
を
得
て
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
「
変
え
る
勇
気
・
変
わ
る
勇

　

気
」
に
つ
い
て

問問

　

現
在
の
学
童
保
育
は
、
保
育

園
や
幼
稚
園
任
せ
で
あ
る
が
、

原
則
と
し
て
、
校
区
の
子
供
は

校
区
で
育
て
る
べ
き
で
な
い
か
。

　

校
区
の
子
供
た
ち
は
校
区
で

育
て
る
と
い
う
こ
と
は
基
本
で

あ
り
、
そ
う
い
う
地
域
を
作
ら

な
い
と
子
育
て
は
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
二
十
七
年
度
か
ら
実

施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
制
度
に
お
い
て
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
事
業
の
あ
り
方
を
精
査

す
る
と
と
も
に
、
新
制
度
に
向

け
て
委
員
の
皆
様
の
意
見
も
伺

い
な
が
ら
、
今
後
の
よ
り
良
い

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
実
施
に
つ

い
て
、
調
査
・
研
究
し
て
い
き

た
い
。

　

宮
ヶ
浜
海
岸
か
ら
松
尾
城
跡

へ
の
歩
道
設
置
に
つ
い
て
は
、

住
民
の
安
全
面
か
ら
も
実
施
す

べ
き
事
業
で
は
な
い
か
。

　

松
尾
城
跡
に
つ
い
て
は
、
現

在
調
査
中
で
あ
る
が
、
松
尾
城

は
山
城
で
あ
る
と
と
も
に
、
海

城
の
側
面
を
有
し
、
非
常
に
特

答答 問

答答答

答 問

問問 答答

井
元　

伸
明
議
員

松
く
い
虫
対
策
と
被
害
状
況
、

結
婚
相
談
開
設
及
び
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
事
業
設
置
に
つ
い
て

六
反
園　

弘
議
員

学
童
保
育
及
び
松
尾
城
跡
の

整
備
に
つ
い
て

松くい虫被害の現状

松尾城跡
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今
回
の
補
正
に
よ
り
、
一
般
会

計
の
歳
入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
四

億
九
千
百
六
十
五
万
九
千
円
が
追

加
さ
れ
、
予
算
の
総
額
は
二
百
八

億
八
千
八
十
五
万
六
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

○
財
産
管
理
費

２
億

5,000
万
円

　

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
、
平
成
二
十
六
年
度
に
実

施
す
る
事
業
費
の
財
源
を
基
金
と

し
て
積
立
て
る
も
の
で
す
。

○
老
人
福
祉
費

１
億

3,340
万
円

　

県
の
介
護
基
盤
緊
急
整
備
事
業

補
助
金
の
交
付
内
示
に
伴
う
、
小

規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
整
備

及
び
開
設
準
備
経
費
に
係
る
補
助

金
で
す
。

○
林
業
振
興
費

2,475
万
７
千
円

　

松
く
い
虫
伐
倒
駆
除
事
業
費
と

景
勝
松
林
樹
幹
注
入
事
業
費
の
委

託
料
の
増
額
と
、
有
害
鳥
獣
捕
獲

数
の
増
に
伴
う
有
害
鳥
獣
対
策
協

議
会
へ
の
負
担
金
の
増
額
で
す
。

○
塵
芥
処
理
費

2,237
万
８
千
円

　

早
急
な
修
繕
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
ご
み
焼
却
施
設
の
炉
内
耐
火

物
等
の
修
繕
に
係
る
施
設
維
持
費

の
増
額
と
、
電
気
料
金
値
上
げ
に

伴
う
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
係
る
光
熱

水
費
の
増
額
、
新
ご
み
処
理
施
設

整
備
に
伴
う
仮
設
道
路
用
地
の
借

上
料
、
用
地
内
の
電
柱
等
移
設
に

係
る
補
償
金
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
総
務
費

2,208
万
円

　

平
成
二
十
五
年
度
財
政
安
定
化

支
援
事
業
費
確
定
に
伴
う
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
に
対
す
る
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金
の
増
額
で

す
。

○
環
境
衛
生
費

691
万
５
千
円

　

廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
の

答
申
に
基
づ
き
、
指
定
ご
み
袋
の

燃
え
る
ご
み
袋
の
厚
さ
を
厚
く
し

た
こ
と
か
ら
、
製
造
単
価
が
上
が

り
予
算
の
範
囲
内
で
購
入
で
き
る

枚
数
が
少
な
く
な
り
、
在
庫
が
不

足
す
る
見
込
と
な
っ
た
。
こ
の
た

め
、
製
造
に
係
る
消
耗
品
費
の
増

額
と
、
電
気
料
金
の
値
上
げ
に
伴

う
尾
下
地
区
飲
用
水
施
設
に
係
る

光
熱
水
費
の
増
額
で
す
。

○
幼
稚
園
費

650
万
円

　

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
支

給
対
象
者
増
に
伴
う
補
助
金
の
増

額
で
す
。

○
水
産
業
振
興
費

463
万
５
千
円

　

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例

基
金
事
業
を
活
用
し
て
、
二
漁
業

協
同
組
合
に
委
託
す
る
、
水
産
業

に
係
る
起
業
支
援
型
雇
用
創
出
事

業
費
で
す
。

○
議
会
費

367
万
５
千
円

　

委
員
会
室
及
び
議
員
控
室
の
録

音
機
材
更
新
に
係
る
備
品
購
入
費

で
す
。

○
農
業
委
員
会
費

332
万
２
千
円

　

青
年
就
農
給
付
金
の
受
給
対
象

者
増
に
伴
う
給
付
金
の
増
額
と
、

農
業
者
年
金
事
務
費
補
助
金
の
交

付
内
示
に
伴
う
事
務
費
の
増
額
で

す
。

○
農
地
費

329
万
２
千
円

　

県
の
地
籍
調
査
事
業
に
対
す
る

補
助
金
の
減
額
内
示
に
伴
う
事
業

費
の
減
額
と
、
渇
水
及
び
電
気
料

金
の
値
上
げ
に
伴
う
、
山
川
・
開

聞
地
域
の
畑
地
か
ん
が
い
の
基
幹

水
利
施
設
南
部
揚
水
機
場
に
係
る

光
熱
水
費
の
増
額
、
平
成
二
十
四

年
度
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
費

決
算
に
伴
う
団
体
営
土
地
改
良
事

業
南
部
地
区
管
理
基
金
の
積
立
金

等
で
す
。

○
住
宅
管
理
費

260
万
円

　

公
営
住
宅
の
維
持
補
修
の
増
に

伴
う
施
設
維
持
費
と
委
託
料
の
増

額
で
す
。

　

平
成
二
十
五
年
十
二
月
定
例
会
で
は
、
決
算
に
関
す
る
案
件
八
件
、

補
正
予
算
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
案
件
一
件
、
条
例
に
関
す

る
案
件
七
件
、
補
正
予
算
に
関
す
る
案
件
七
件
の
計
二
十
三
件
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
議
さ
れ
た
主
な
こ
と
が
ら
は
次
の
と
お
り
で
す
。

審
議
さ
れ
た
主
な
こ
と
が
ら

一
般
会
計
補
正
予
算

予
算
総
額

208
億

8,085
万
６
千
円
に
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○
中
学
校
費

134
万
７
千
円

　

山
川
中
学
校
水
道
工
事
実
施
設

計
業
務
委
託
に
係
る
委
託
料
の
増

額
と
、
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備

事
業
に
係
る
財
源
の
地
域
の
元
気

臨
時
交
付
金
へ
の
組
替
え
、
要
保

護
・
準
要
保
護
生
徒
就
学
援
助
費

の
受
給
対
象
者
増
に
伴
う
扶
助
費

の
増
額
で
す
。

○
児
童
措
置
費

115
万
３
千
円

　

県
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

費
補
助
金
等
の
交
付
要
綱
改
正
に

伴
い
、
補
助
基
本
額
の
改
正
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
放
課
後
児
童
健

全
事
業
等
の
委
託
料
の
増
額
で
す
。

○
公
民
館
費

107
万
２
千
円

　

電
気
料
金
値
上
げ
に
伴
う
中
央

公
民
館
と
校
区
公
民
館
に
係
る
光

熱
水
費
の
増
額
と
、
校
区
公
民
館

の
浄
化
槽
排
水
ポ
ン
プ
取
替
等
に

伴
う
施
設
維
持
費
の
増
額
で
す
。

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
費

91
万
４
千
円

　

山
川
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食
配

送
業
務
委
託
業
者
の
一
業
者
が
廃

業
し
た
こ
と
か
ら
、
配
送
業
務
を

調
理
業
務
に
従
事
す
る
職
員
が
行

う
こ
と
に
よ
る
調
理
業
務
臨
時
職

員
の
勤
務
時
間
増
に
伴
う
、
賃
金

に
係
る
社
会
保
険
料
と
賃
金
の
増

額
と
委
託
料
の
減
額
。
電
気
料
金

値
上
げ
に
伴
う
指
宿
・
山
川
給
食

セ
ン
タ
ー
に
係
る
光
熱
水
費
の
増

額
で
す
。

○
土
木
管
理
費

66
万
３
千
円

　

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

に
伴
う
借
入
金
の
借
入
期
間
変
更

に
伴
う
利
子
補
給
に
係
る
事
業
補

助
金
の
増
額
で
す
。

○
指
宿
市
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

　

金
基
金
条
例　
　
　

（
制
定
）

　　

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
の
交

付
に
伴
い
、
こ
の
交
付
金
の
一
部

を
平
成
二
十
六
年
度
に
実
施
す
る

事
業
費
の
財
源
と
し
て
基
金
に
積

立
て
、
適
正
に
管
理
運
用
す
る
た

め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で

す
。

施
行
期
日　

公
布
の
日

条
例
の
失
効

　

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
七
年

　

三
月
三
十
一
日
限
り
、
そ
の
効

　

力
を
失
う

○
小
学
校
費

55
万
円

　

小
学
校
の
校
内
樹
木
剪
定
に
係

る
委
託
料
の
増
額
と
、
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
整
備
事
業
に
係
る
財
源

の
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
へ
の

組
替
え
、
要
保
護
・
準
要
保
護
児

童
就
学
援
助
費
の
受
給
対
象
者
増

に
伴
う
扶
助
費
の
増
額
で
す
。

○
指
宿
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

　

条
例　
　
　
　
　
　

（
制
定
）

　　

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
に
お
い
て
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
子
育
て
当
事
者
の
意
見
反

映
や
、
教
育
・
保
育
施
設
等
の
利

用
定
員
の
設
定
等
に
関
す
る
審
議

を
行
う
合
議
制
の
機
関
を
置
く
よ

う
努
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
事
業
計
画
策
定

に
あ
た
り
、
保
育
、
幼
児
教
育
関

係
者
及
び
子
育
て
当
事
者
の
意
見

を
徴
し
、
調
査
審
議
を
行
う
た
め
、

新
た
に
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で

す
。

条
例
の
概
要

・
委
員
の
人
数
は
二
十
人
以
内
。

・
委
員
は
、
子
ど
も
の
保
護
者
、

　

学
識
経
験
者
、
子
ど
も
・
子
育

　

て
支
援
に
関
す
る
事
業
に
従
事

　

す
る
者
な
ど
、
幅
広
く
子
育
て

　

に
関
係
す
る
方
な
ど
で
構
成
す

　

る
。

・
委
員
の
任
期
は
二
年
。

・
附
則
に
お
い
て
、
指
宿
市
特
別

　

職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

　

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
し
、「
子
ど

　

も
・
子
育
て
会
議
委
員
」
の
報

　

酬
を
日
額
四
千
七
百
円
と
す
る

　

し
た
も
の
で
す
。

施
行
期
日

　

平
成
二
十
六
年
一
月
一
日

○
指
宿
市
温
泉
井
検
討
委
員
会
設

　

置
条
例　
　
　

（
一
部
改
正
）

　　

温
泉
井
の
調
査
範
囲
を
市
内
全

域
に
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
組
織

の
委
員
等
の
変
更
を
行
う
た
め
、

条
例
の
所
要
の
改
正
を
し
た
も
の

で
す
。

改
正
の
主
な
内
容

　
　

現
条
例
は
、
山
川
地
熱
発
電

　

所
を
対
象
に
規
定
し
て
い
る
が
、

　

山
川
地
熱
発
電
所
に
限
ら
ず
市

　

内
全
域
の
地
熱
開
発
事
業
に
対

　

応
す
る
た
め
、
改
め
る
も
の
で

　

す
。

施
行
期
日

　

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

○
指
宿
市
天
然
砂
む
し
温
泉
施
設

　

条
例　
　
　
　

（
一
部
改
正
）

　　

指
宿
市
天
然
砂
む
し
温
泉
施
設

の
附
属
施
設
と
し
て
、「
砂
む
し
の

里
交
流
の
広
場
」
の
工
事
が
完
成

し
、
供
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

管
理
運
営
等
に
つ
い
て
条
文
の
整

備
を
行
う
た
め
、
条
例
の
所
要
の

改
正
を
し
た
も
の
で
す
。

施
行
期
日

　

平
成
二
十
六
年
三
月
十
四
日

可
決
さ
れ
た
主
な
条
例
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○
指
宿
市
半
島
振
興
対
策
実
施
地

　

域
産
業
開
発
促
進
条
例

　
　
　
　
　
　
　

（
一
部
改
正
）

　　

租
税
特
別
措
置
法
及
び
半
島
振

興
法
第
十
七
条
の
地
方
税
の
不
均

一
課
税
に
伴
う
措
置
が
適
用
さ
れ

る
場
合
等
を
定
め
る
省
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
条
例
の
所
要
の
改

正
を
し
た
も
の
で
す
。

改
正
の
主
な
内
容

・
不
均
一
課
税
の
対
象
と
な
る
設

　

備
等
の
取
得
価
格
の
改
正

改
正
前

2,700
万
円
以
上
の
新
増
設
に
よ
る

取
得

改
正
後

資
本
金
1,000
万
円
以
下

　
　
　

↓

500
万
円
以
上
の
新
増
設
に
よ
る

取
得
等

資
本
金
1,000
万
円
超
～
5,000
万
円
以

下
　
　
　

↓

1,000
万
円
以
上
の
新
増
設
に
よ
る

取
得
等

資
本
金
5,000
万
円
超

　
　
　

↓

2,000
万
円
以
上
の
新
増
設
に
よ
る

取
得
等

施
行
期
日

　

公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正

　

後
の
指
宿
市
半
島
振
興
対
策
実

　

施
地
域
産
業
開
発
促
進
条
例
の

　

規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
八
月

　

一
日
か
ら
適
用
す
る

○
指
宿
市
議
会
委
員
会
条
例

　
　
　
　
　
　
　

（
一
部
改
正
）

　　

指
宿
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
所
要

の
改
正
を
し
た
も
の
で
す
。

改
正
内
容

・
総
務
水
道
委
員
会
委
員

　

「
８
人
」
→
「
７
人
」

・
産
業
建
設
委
員
会
委
員

　

「
７
人
」
→
「
６
人
」

施
行
期
日

　
　

次
の
一
般
選
挙
に
よ
り
選
出

　

さ
れ
た
議
員
の
任
期
の
初
日

　

十
二
月
定
例
会
で
は
、
新
た
に

提
出
さ
れ
た
請
願
一
件
及
び
陳
情

二
件
を
所
管
の
常
任
委
員
会
で
審

査
し
、
本
会
議
で
陳
情
一
件
が
不

採
択
と
な
り
、
請
願
一
件
と
陳
情

一
件
が
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
下
記
の
と

お
り
で
す
。

請
願
・
陳
情
審
議
結
果

・
陳
情
第
七
号

　

「
国
や
県
か
ら
の
交
付
金
ま
た

　
　

は
公
債
に
頼
ら
ず
に
指
宿
市

　
　

独
自
の
財
源
を
確
保
す
る
こ

　
　

と
を
求
め
る
陳
情
」

　

付
託
委
員
会　

総
務
水
道
委
員
会

・
決
議
第
一
号

　

「
指
宿
市
議
会
議
員
の
政
治
倫

　
　

理
に
関
す
る
決
議
」

・
請
願
第
二
号

　

「
県
民
の
安
全
が
担
保
さ
れ
な

　
　

い
拙
速
な
川
内
原
発
１
・
２

　
　

号
機
の
再
稼
動
を
認
め
な
い

　
　

意
見
書
の
採
択
を
求
め
る
請

　
　

願
書
」

○
不
採
択
と
な
っ
た
陳
情

可
決
さ
れ
た
決
議

●
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

　
な
っ
た
請
願
・
陳
情

・
陳
情
第
六
号

　

「
特
定
秘
密
保
護
法
反
対
決
議

　
　

を
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳

　
　

情
」

　

※　

な
お
、
請
願
第
二
号
及
び

　
　

陳
情
第
六
号
は
、
議
員
任
期

　
　

満
了
と
同
時
に
廃
案
と
な
り

　
　

ま
し
た
。

　

指
宿
庁
舎
三
階
議
場
の
傍
聴
定

員
は
、
三
十
七
名
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

傍
聴
人
受
付
簿
に
、
所
定
の
事

項
を
記
入
い
た
だ
く
と
傍
聴
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
指
宿
庁
舎
、
山
川
文
化

ホ
ー
ル
、
開
聞
庁
舎
の
各
ロ
ビ
ー

に
お
い
て
、
議
会
の
同
時
中
継
を

し
て
い
ま
す
。

　

議
会
の
傍
聴
は
、
市
政
を
知
る

よ
い
機
会
で
す
の
で
、
議
場
に
お

越
し
に
な
れ
な
い
場
合
は
、
是
非
、

各
庁
舎
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
会
の
日
程
は
最
終
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、
次

の
決
議
を
本
会
議
で
可
決
し
ま
し

た
。

※　

可
決
さ
れ
た
決
議
の
内
容
は

　
　

十
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り

　
　

ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

小
学
生
が
議
会
傍
聴

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
社
会
科
見

学
の
一
環
と
し
て
、
柳
田
・
開
聞
・

魚
見
・
指
宿
小
学
校
の
六
年
生
の

皆
さ
ん
が
一
般
質
問
の
傍
聴
に
訪

れ
、
生
の
議
会
に
触
れ
る
貴
重
な

体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
議
室
で
は
、
事
務

局
職
員
の
説
明
に
対
し
、
真
剣
な

眼
差
し
で
様
々
な
質
問
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
を
生
か
し
て
、
将

来
の
指
宿
市
を
担
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
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平成24年度一般会計決算の内訳

使用料及び手数料
5億3,159万円

2.5％

繰入金
1億6,631万円

0.8％

地方消費税交付金
3億8,093万円

1.8％

諸収入
2億7,660万円

1.3％

分担金及び負担金
2億5,259万円

1.2％

歳入額
214億

7,134万円

地方交付税
79億9,866万円

37.3％

市　税
41億9,597万円

19.5％

国・県支出金
43億474万円
20.0％

市　債
26億3,956万円

12.3％

地方譲与税
1億9,976万円

0.9％

その他
5億5,463万円

2.4％

歳出額
205億

6,355万円

民生費
69億801万円
33.6％

公債費
28億5,375万円

13.9％総務費
24億7,846万円

12.1％

土木費
17億5,818万円

8.5％

教育費
17億9,162万円

8.7％

農林水産業費
12億9,481万円

6.3％

衛生費
11億9,301万円

5.8％

消防費
13億325万円

6.3％

商工費
7億4,262万円

3.6％ 議会費
1億8,523万円

0.9％
その他

5,461万円
0.3％

この財源が

　

九
月
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た
決
算
案
件
八
件
は
、決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、閉
会
中
の
継
続
審
査
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
十
月
十
六
日
か
ら
十
月
二
十
二
日
の
五
日
間
、
八
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
課
ご
と
に
説
明
を
受
け
、

現
地
調
査
も
行
い
な
が
ら
慎
重
に
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
五
日
の
本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
の
報
告
が
な
さ
れ
、
い
ず
れ
も
認
定
し
ま
し
た
。

平成24年度各会計決算状況

平
成
二
十
四
年
度
各
会
計
決
算
を
認
定

使用料及び手数料
5億3,159万円

2.5％

繰入金
1億6,631万円

0.8％

地方消費税交付金
3億8,093万円

1.8％

諸収入
2億7,660万円

1.3％

分担金及び負担金
2億5,259万円

1.2％

歳入額
214億

7,134万円

地方交付税
79億9,866万円

37.3％

市　税
41億9,597万円

19.5％

国・県支出金
43億474万円
20.0％

市　債
26億3,956万円

12.3％

地方譲与税
1億9,976万円

0.9％

その他
5億5,463万円

2.4％

歳出額
205億

6,355万円

民生費
69億801万円
33.6％

公債費
28億5,375万円

13.9％総務費
24億7,846万円

12.1％

土木費
17億5,818万円

8.5％

教育費
17億9,162万円

8.7％

農林水産業費
12億9,481万円

6.3％

衛生費
11億9,301万円

5.8％

消防費
13億325万円

6.3％

商工費
7億4,262万円

3.6％ 議会費
1億8,523万円

0.9％
その他

5,461万円
0.3％

このように 使われました

※１　実質収支とは、歳入歳出差引額から翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた額。
※２　資本的収入額が資本的支出額に不足する額は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分損益勘定留保資金、減債積立
　　金及び建設改良積立金で補てんしました。
※３　収益的収入は仮受消費税を、収益的支出は仮払消費税をそれぞれ除いた金額。

会 計 区 分 歳　　　入 歳　　　出 差引残額 ※１　実質収支

一 　般　会 　計 214億7,134万円 205億6,355万円 9億779万円 8億3,538万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 78億226万円 78億5,145万円 −4,919万円 −4,919万円

後 期 高 齢 者 医 療 5億9,832万円 5億8,775万円 1,057万円 1,057万円

介 護 保 険 42億6,030万円 41億4,069万円 1億1,961万円 1億1,961万円

温 泉 配 給 事 業 4,005万円 3,759万円 246万円 246万円

唐船峡そうめん流し事業 2億1,695万円 2億817万円 878万円 878万円

公 共 下 水 道 事 業 10億268万円 9億7,628万円 2,640万円 1,082万円

水　道　事　業
収益的収入 収益的支出 ※２　資本的収入 資本的支出

7億1,992万円 6億6,099万円 2億1,519万円 4億3,047万円
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　われわれは、市民から市政に関する権能を負託された代表であることを自覚し、人格と倫理の
向上に努め、市政に対する市民の信頼にこたえるとともに公正で開かれた民主的な市政の発
展に寄与することを目的に議員の責務を果たすこととする。
　われわれは、ここに、市民の期待にこたえ、良心と責任ある活動を行う決意を表明し、
もって、議会制民主主義の健全な発展に資するため、次のとおり決議する。

１　議員は市民の信頼に値する、より高い倫理義務に徹し、政治不信を招く公私混同を絶ち、
　常に清廉を持し、すべての言動が市民の注視の下にあることを認識して行動しなければな
　らない。

２　議員は市民の代表として、広くかつ高い見識を養い品位を保ち、本来の使命と任務の達
　成のため積極的に活動しなければならない。

３　議員は政治倫理に反する事実があると疑惑をもたれたときは自らが誠実な態度をもって
　疑惑の解明にあたり、その責任を明確にしなければならない。

　　　平成25年12月18日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指　宿　市　議　会　

指宿市議会議員の政治倫理に関する決議

鹿
児
島
県
市
議
会

　
議
員
研
修
会
に
参
加

　

去
る
一
月
十
七
日
、
鹿
児
島
市

民
文
化
ホ
ー
ル
で
行
な
わ
れ
た
鹿

児
島
県
市
議
会
議
員
研
修
会
に
、

指
宿
市
議
会
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、「
新
し
い
時
代
の

脅
威
と
わ
が
国
の
対
応
」
と
題
し

て
、
帝
京
大
学
法
学
部
教
授
志
方

俊
之
氏
の
講
演
と
、「
今
後
の
食
糧

事
情
と
日
本
農
業
の
進
む
べ
き
道
」

と
題
し
て
、
東
京
大
学
大
学
院
農

学
生
命
科
学
研
究
科
教
授
鈴
木
宣

弘
氏
の
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

指
宿
市
議
会
で
は
、
今
後
も
こ

の
よ
う
な
研
修
会
へ
積
極
的
に
参

加
し
、
研
鑚
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
本
会
議
の

会
議
録
を
、
平
成
二
十
一
年
第
一

回
定
例
会
（
三
月
議
会
）
か
ら
閲

覧
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
二
十
年
第
四
回
定

例
会
以
前
の
会
議
録
は
、
従
来
ど

お
り
市
議
会
事
務
局
、
山
川
・
開

聞
庁
舎
、
図
書
館
で
閲
覧
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

会
議
録
の
閲
覧
に
つ
い
て

決
議
と
は

　

議
会
が
行
う
事
実
上
の
意
思
形

成
行
為
で
、
政
治
的
効
果
を
ね
ら

い
、
あ
る
い
は
議
会
の
意
思
を
対

外
的
に
表
明
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
等
の
理
由
で
な
さ
れ
る
議
決

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

決
議
の
形
式
で
な
さ
れ
る
議
会

の
意
思
表
明
は
、
当
該
地
方
公
共

団
体
の
公
益
に
関
す
る
限
り
、
極

め
て
広
範
な
問
題
を
取
り
上
げ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

指
宿
市
議
会
で
は
、
会
議
規
則

に
お
い
て
、
提
出
者
の
ほ
か
に
一

人
以
上
の
賛
成
者
と
と
も
に
連
署

し
て
、
議
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。



い ぶ す き 市 議 会 だ よ り⑾ 第36号

来訪日 来　訪　議　会　等 調　　査　　事　　項
１月18日 愛知県春日井市 協働のまちづくり指針について
１月22日 千葉県鴨川市 市内循環バスについて
１月23日 茨城県ひたちなか市 道の駅 活お海道の整備事業について
１月23日 大分県中津市 大河ドラマ篤姫の対応について
１月24日 大分県中津市 提案公募型事業、子育て支援パスポートについて
１月29日 宮城県石巻市 観光振興の取り組みについて（おもてなし事業、観光客誘致の取組）
１月29日 茨城県土浦市 市内循環バスについて
２月５日 青森県八戸市 指宿大好き体験協議会について
２月５日 広島県尾道市 道の駅（彩花菜館、活お海道）、市内循環バスについて
２月６日 香川県坂出市 道の駅 彩花菜館の整備事業について
２月７日 香川県坂出市 道の駅 活お海道の整備事業について
２月12日 三重県桑名市 みんなで話ろ会について（昼どきランチ）
２月14日 埼玉県上尾市 防災行政無線について
２月22日 埼玉県越谷市 道の駅 彩花菜館の整備事業について
３月29日 東京都台東区 観光振興の取り組みについて（おもてなし事業、観光客誘致の取組）
４月26日 静岡県長泉町 姉妹都市交流について
５月14日 石川県輪島市 新幹線開業効果について
５月24日 福島県白河市 観光振興について（おもてなし事業、フラフェスタほか）
５月27日 鹿児島県南さつま市 議場録音機材及び放映システムについて
７月２日 熊本県八代市 道の駅（彩花菜館、活お海道）の整備事業について
７月４日 南会津地方町村議会議長会 観光振興による市の活性化について
７月11日 岩手県雫石町 観光振興と温泉振興の取り組みについて
７月18日 広島県府中市 道の駅（彩花菜館、活お海道）の整備事業について
７月24日 北海道札幌市 メディポリス指宿構想について
７月24日 山口県長門市 道の駅 活お海道の整備事業について
７月26日 神奈川県寒川町 市内循環バス、道の駅 彩花菜館の整備事業について
８月６日 東京都中野区 時遊館COCCOはしむれの管理運営について
10月９日 石川県 九州新幹線開業対策について
10月10日 山形県寒河江市 道の駅 活お海道の整備事業について
10月16日 福岡県川崎町 学力向上の取り組みについて
10月23日 宮城県仙台市 メディポリス指宿構想について
10月29日 山形県南陽市 道の駅 活お海道の整備事業について
11月１日 愛媛県今治市 メディポリス指宿構想について
11月５日 千葉県八千代市 市内循環バス、道の駅 彩花菜館の整備事業について
11月５日 石川県志賀町 観光振興について
11月６日 島根県松江市 市民と協働のまちづくりについて
11月７日 栃木県佐野市 観光振興・メディポリス指宿構想について
11月12日 山形県高畠町 図書館の管理運営について、時遊館COCCOはしむれ見学
11月14日 広島県三原市 市内循環バス運行対策事業について
11月21日 兵庫県たつの市 学校施設整備計画について

本  市  来  訪
　平成25年中、下記のとおり本市に多くの市議会等から行政視察においでいただきました。
　本市も常任委員会ごと、又は議員個人として、他市の先進的事例について視察を行い、市政に反映させ、市民の生
活向上のために、今後とも努力してまいります。



平成25年第４回定例会に付議された議案審議結果一覧

編
集
後
記

＊議会日程（予定）のご案内＊
平成26年第１回定例会（３月議会）が下記の
とおり予定されています。

３月18日（火）・19日（水）・20日（木）一 般 質 問

３月26日（水）委員長報告・表決

　日程等は変更することがありますので，
　傍聴の際には予めお問い合わせください。
　TEL ２２−２１１１　内線511・512　

※本会議は午前10時から開催される予定です。

い ぶ す き 市 議 会 だ よ り ⑿第36号

　

今
回
の
改
選
に
よ
り
、
新
た
に
議
員

の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
私
た
ち
五
人
が
、

議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
担
当
い
た
し
ま

す
。

　

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
お
伝
え

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
長　
　

中
村　

洋
幸

　

委　
　
　

員　
　

臼
山　

正
志

　
　
　

〃　
　
　
　

恒
吉　

太
吾

　
　
　

〃　
　
　
　

森　
　

時
德

　
　
　

〃　
　
　
　

下
川
床　

泉

○決議案第１号「指宿市議会議員の政治倫理に関する決議（案）」は記名投票により採決され、結果は下記のとおりです。
　森　時德議員は、議長職のため特別多数議決以外の議案については、表決（賛成、反対の意思表示）権はありません。
　※　◇は賛成、◆は反対

○第４回定例会で審議された主な議案を掲載しています。

議　員　名
（議席番号順）

井
元
　
伸
明

西
森
　
三
義

浜
田
　
藤
幸

髙
橋
　
三
樹

田
中
　
健
一

木
原
　
繁
昭

高
田
チ
ヨ
子

新
宮
領
　
進

下
川
床
　
泉

中
村
　
洋
幸

前
之
園
正
和

物
袋
　
昭
弘

前
原
　
六
則

福
永
　
德
郎

新
川
床
金
春

六
反
園
　
弘

前
田
　
　
猛

大
保
　
三
郎

下
柳
田
賢
次

松
下
喜
久
雄

森
　
　
時
德

議決結果

表決結果 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ － 原案可決

議案番号 件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名 議決結果

60 平成24年度指宿市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

61～66 平成24年度指宿市各特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

67 平成24年度指宿市水道事業会計決算の認定及び剰余金処分について 認定及び
原案可決

80 平成25年度指宿市一般会計補正予算（第６号）の専決処分の承認を求めることについて 承　　認

81 指宿市温泉井検討委員会設置条例の一部改正について 原案可決

82 指宿市半島振興対策実施地域産業開発促進条例の一部改正について 原案可決

83 指宿市地域の元気臨時交付金基金条例の制定について 原案可決

84 指宿市子ども・子育て会議条例の制定について 原案可決

85 指宿市社会教育委員条例の一部改正について 原案可決

86 指宿市天然砂むし温泉施設条例の一部改正について 原案可決

87 平成25年度指宿市一般会計補正予算（第７号）について 原案可決

88 平成25年度指宿市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 原案可決

89 平成25年度指宿市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について 原案可決

90 平成25年度指宿市介護保険特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

91 平成25年度指宿市温泉配給事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

92 平成25年度指宿市唐船峡そうめん流し事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

93 平成25年度指宿市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

94 指宿市議会委員会条例の一部改正について 原案可決


